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マイタウンコンサート（粟島浦村）
子どもから大人まで楽しめるアットホームな演奏会でした。
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８月24日㈮　関東甲信越静公民館連絡協議会第２回理事会・研修会　東京都八重洲ホール　浅間会長出席 ひとくち情報

「
に
い
が
た
生
涯
学
習
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８
」開
催
さ
れ
る�

　
「
に
い
が
た
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
１
８
」が
９
月
14
日（
金
）、15

日（
土
）に
新
潟
県
立
生
涯
学
習
推
進

セ
ン
タ
ー（
新
潟
市
中
央
区
女
池
南
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
１
０
０
０

人
の
方
々
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
だ
け
で
な
く
各
ブ
ー
ス
に
も

多
く
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

○
１
日
目

〈
第
１
部
〉

　
１　
基
調
講
演

　
テ 

ー
マ「
生
涯
学
び
活
躍
で
き
る

循
環
型
生
涯
学
習
」

 

講
師　
長
澤　
成
次
さ
ん

 

（
千
葉
大
名
誉
教
授
）

　

２　

 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ「
学
び
か
ら
活
躍
へ

～
実
践
す
る
人
々
～
」

　
　
○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
丸
田　
秋
男
さ
ん　

 
（
新
潟
医
療
福
祉
大
学
副
学
長
）

　
　
○
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
長
澤　
成
次
さ
ん　

 
（
千
葉
大
名
誉
教
授
）

　
　
○
パ
ネ
リ
ス
ト

　
　
　
野
澤　
　
朗
さ
ん　

 

（
上
越
市
教
育
委
員
会
教
育
長
）

　
　
　
高
桑
紀
美
江
さ
ん　

 

（
新
潟
県
生
涯
学
習
協
会
副
会
長
）

　
　
　
渡
邊　
優
子
さ
ん　

 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
希
楽
々
（
き
ら
ら
）

 

理
事
長
）

〈
第
２
部
〉

　
１ 　
い
き
い
き
県
民
カ
レ
ッ
ジ
奨

励
賞（
学
長
賞
）表
彰
式

　
　

 

受
賞
者
総
数
は
34
名
で
当
日

参
加
者
は
７
名
で
し
た
。

　

２　
記
念
講
演
会

　
テ
ー
マ 「
幸
せ
の
種
を
蒔
こ
う
。

　
地
元
に
あ
る
宝
探
し
。」

 

講
師　
大
桃
美
代
子
さ
ん

 

（
タ
レ
ン
ト
）

　
　
　
田
原　
　
理
さ
ん

 

（
新
潟
県
公
民
館
連
合
会
）

　
　
　
齋
藤　
敏
郎
さ
ん

 

（
新
潟
県
健
民
少
年
団
連
合
会
）

　
　
　
中
野　
　
充
さ
ん

 （
新
潟
青
陵
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

◆ 

防
災
講
演
会　

テ
ー
マ「
災
害
と

地
域
づ
く
り
」
～
イ
ザ
！
カ
エ
ル

キ
ャ
ラ
バ
ン
か
ら
学
ぶ
～

　
　
講
師　
永
田　
宏
和
さ
ん

 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
　
　
　
　
　

 

プ
ラ
ス
･
ア
ー
ツ
理
事
長
）

◆ 

防
災
体
験
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
い
た

だ
い
た
そ
の
他
の
団
体
の
紹
介

○ 

簡
単
ゴ
ム
で
鉄
砲
作
り
と
的
あ
て

 

（
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー　

 

学
習
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

○ 

緊
急
時
の
食
事
づ
く
り

 

（
新
潟
県
婦
人
連
盟
）

○ 
モ
ン
キ
ー
ブ
リ
ッ
ジ

 
（
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
新
潟
連
盟
）

○ 

ダ
ン
ボ
ー
ル
シ
ェ
ル
タ
ー
、救
助

に
役
立
つ
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

　

 

救
助
ゲ
ー
ム
、緊
急
時
の
フ
ァ
ー

ス
ト
エ
イ
ド

 

（
新
潟
県
健
民
少
年
団
連
合
会
・

 

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
新
潟
連
盟
）

○ 

積
み
木
あ
そ
び

 

（
新
潟
県
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
）

○ 

防
災
ク
ラ
フ
ト
、ロ
ー
プ
の
結
び
方

 

（
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
新
潟
県
連
盟
）

○ 

学
習
成
果
品
展
示　
「
会
話
す
る

ロ
ボ
ッ
ト
」県
立
柏
崎
工
業
高
校

○
学
習
成
果
品
展
示
･
即
売

　

 

県
立
江
南
高
等
特
別
支
援
学
校
・

県
立
新
発
田
農
業
高
等
学
校

○
２
日
目

　
い
つ
で
も　
ど
こ
で
も　
だ
れ
で

も　
防
災
～
防
災
体
験
フ
ェ
ス
タ
～

　

防
災
に
生
か
せ
る
豆
知
識
を
、屋

外
、屋
内
で
参
加
13
団
体
が
様
々
な

活
動
で
紹
介
し
ま
し
た
。

◆ 

防
災
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ　
～
命
を
守

る
た
め
に　
大
切
な
こ
と
～

①
自
助（
自
分
は
自
分
で
守
る
）

②  

共
助（
家
庭
、企
業
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
助
け
合
う
）

③ 

公
助（
行
政
に
よ
る
救
助
･
支
援
）

に
つ
い
て
四
人
の
パ
ネ
ラ
ー
か
ら

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

具
体
例
が
多
く
紹
介
さ
れ
、今
後

の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
雲
尾　
　
周
さ
ん　

 

（
新
潟
大
学
）

　
　
○
パ
ネ
リ
ス
ト

　
　
　
佐
藤　
和
彦
さ
ん

 

（
新
潟
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
）
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とっぴーときっぴーも参加しました

柏崎工業高校電気部
会話するロボット

県立江南高等特別支援学校
学習成果作品展示 ･ 即売

新潟県子ども会育成連合会  積み木あそび
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ひとくち情報 ９月11日㈫　中越地区公民館職員研修会　魚沼市中央公民館　広瀬事務局長　出席

掲示板 HOT NEWS 平成30年度関東甲信越静公民館連絡協議会　第2回理事会・研修会

中越教育事務所  社会教育課長
大淵　英一

公
民
館
は「
生
活
の
中
の
楽
し
み
」の
拠
点

日
文
部
科
学
省
」で
は「
地
域
住
民
が

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
将
来
像
や
在

り
方
を
共
有
し
、そ
の
実
現
の
た
め

に
解
決
す
べ
き
地
域
課
題
と
そ
の
対

応
に
つ
い
て
学
習
し
、そ
の
成
果
を

地
域
づ
く
り
の
実
践
に
つ
な
げ
る

「
学
び
」を「
地
域
課
題
解
決
学
習
」と

し
て
捉
え
、社
会
教
育
の
概
念
に
明

確
に
位
置
付
け
、公
民
館
等
に
お
い

て
そ
の
推
進
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

住
民
の
主
体
的
参
画
に
よ
る
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。」と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
留
意
す
べ
き
点
と
し
て『
①

住
民
の
自
主
性・
自
発
性
の
尊
重
、②

住
民
の
主
体
的
参
画
を
促
進
す
る
楽

し
い
仕
掛
け
づ
く
り
の
必
要
性「
楽

し
さ
な
く
し
て
参
加
な
し
」の
視
点

を
踏
ま
え
た
取
組
が
期
待
さ
れ
る
こ

と
、③
子
ど
も・
若
者
の
参
画
と
多
世

代
交
流
の
重
要
性
』が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

小
千
谷
市
の「
わ
か
と
ち
楽
校
」や

三
条
市
の「
き
っ
か
け
の
１
歩
事
業
」

「
下
田
郷
の
い
し
ぶ
み
座
談
会
」に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、各
市
町
村
は「
地
域

課
題
解
決
学
習
」や
思
い
切
っ
た
発

想
の
転
換
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が

ら
、素
晴
ら
し
い
取
組
を
次
々
に
打

ち
出
し
て
い
ま
す
。
課
題
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、住
民
に
と
っ
て
の

「
楽
し
み
の
拠
点
」と
し
て
、今
後
も

公
民
館
事
業
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

　

私
は
、在
住
す
る
地
区
の
公
民
館

分
館
事
業「
賽
の
神
、地
区
民
運
動

会
、夏
祭
り
、毎
月
発
行
の
公
民
館
新

聞
な
ど
」に
子
ど
も
の
頃
か
ら
親
し

み
、今
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
多
世
代
の

方
々
と
交
流
し
、新
た
な
発
見
や
喜

び
も
共
有
で
き
ま
す
。
正
に
身
近
な

楽
し
み
の
宝
庫
で
、あ
り
が
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、「
人
々
の
暮
ら
し
と
社
会
の

発
展
に
貢
献
す
る
持
続
可
能
な
社
会

教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て

（
論
点
の
整
理
）　

平
成
29
年
３
月
28

刈羽村文化協会の
� 現状と課題

刈羽村文化協会代表
中澤　洋一

期日　平成30年８月24日（金）
会場　東京八重洲ホール
　関東甲信越静公民館連絡協議会第２回理事
会・研修会に浅間会長が出席しました。
内容
○理事会
　⑴ 第40回全国公民館研究集会東京大会につ

いて（全公連）
　⑵ 第59回関東甲信越静公民館研究大会につ

いて（栃木県）
　・ 全国大会の参加依頼がありました。また、

来年度関東ブロック研究大会を開催する
栃木県から開催要項が提案されました。
新潟県は地域文化伝承の分科会が担当と
なる予定です。

○研修会
　 　「地域の未来を拓く創造拠点―公民館の

可能性」～若狭公民館の実践を通して～

 那覇市若狭公民館　館長　宮城　潤　氏
・ 文部科学省「第70回優良公民館表彰」で最優

秀館に輝いた若狭公民館のユニークでかつ
創造的なプ
ログラムの
紹介があり
ました。

　

私
達
刈
羽
村
文
化
協
会
は
、各
種
文

化
団
体
の
連
携
協
調
と
、芸
術
文
化
の

振
興
に
寄
与
す
る
と
い
う
目
的
で
、平

成
九
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。現
在
15

団
体
、約
２
０
０
名
に
近
い
会
員
の
皆

さ
ん
が
日
々
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

文
化
協
会
が
設
立
さ
れ
て
20
年
以
上

の
歳
月
が
経
っ
て
お
り
ま
す
が
、今
抱

え
て
い
る
問
題
点
は
会
員
数
の
減
少

と
高
齢
化
で
す
。高
齢
化
と
共
に
会
員

が
減
り
、サ
ー
ク
ル
の
運
営
が
困
難
に

な
り
や
む
な
く
脱
会
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
、と
い
う
よ
う
な
サ
ー
ク
ル

が
今
ま
で
に
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
す
れ
ば
会
員
を
増
や
す
こ
と

が
出
来
る
の
か
、サ
ー
ク
ル
活
動
を
活

性
化
さ
せ
る
に
は
何
が
必
要
な
の
か
、

今
、文
化
協
会
全
体
の
現
状
を
分
析

し
、サ
ー
ク
ル
員
の
高
齢
化
と
世
代
的

継
承
を
真
剣
に
考
え
る
時
期
に
来
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
恒
例
の
刈
羽
村
文
化
祭
を

11
月
３
日
と
４
日
に
実
施
す
る
予
定

で
準
備
を
進
め
て
い
る
所
で
す
。こ
の

文
化
祭
の
目
的
の
中
に
、地
域
の
連

携
、親
睦
を
深
め
刈
羽
村
全
体
の
発
展

を
目
指
す
と
あ
り
ま
す
。文
化
祭
は
村

民
の
皆
さ
ん
か
ら
芸
術
文
化
を
鑑
賞

し
て
も
ら
う
と
共
に
、村
民
の
皆
さ
ん

の
交
流
や
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
の

大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

交
流
や
ふ
れ
合
い
の
中
か
ら
村
が

元
気
に
な
り
発
展
し
て
い
く
も
の
と

思
い
ま
す
。こ
の
文
化
祭
を
通
し
て
文

化
協
会
の
発
展
に
繋
げ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
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９月14日㈮　15日㈯　にいがた生涯学習県民フォーラム2018　県立生涯学習推進センター　広瀬事務局長・田原事務職員出席 ひとくち情報

�
越
　
村
　
康
　
英

（
千
葉
大
学
・
日
本
体
育
　

大
学
等
／
非
常
勤
講
師
）

◆
ご
近
所
ト
ラ
ブ
ル
解
決
物
語

　
『
ヒ
ビ
コ
レ
ー
公
民
館
の
ジ
ョ
ー
さ
ん
ー
』（
全
３
巻・

２
０
１
６
年
／
か
た
お
か
み
さ
お
著
／
双
葉
社
）と
い
う
漫

画
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

郊
外
の
町
に
あ
る
、あ
ま
り
活
気
の
な
い
公
民
館
。そ
の
臨

時
職
員
に
採
用
さ
れ
た
ジ
ョ
ー
さ
ん（
大
野
城 

灯
）が
、公
民

館
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
で
い
く
。「
妊
婦
さ
ん
の
悩
み
」

「
学
童
マ
マ
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
」「
町
内
会
に
入
る
か
、入
ら

な
い
か
問
題
」な
ど
、持
ち
込
ま
れ
る
身
近
な
課
題
を
、

ジ
ョ
ー
さ
ん
の
発
想
力
と
行
動
力
で
解
決
に
導
い
て
い
く

「
ご
近
所
ト
ラ
ブ
ル
解
決
物
語
」だ
。

本
作
品
で
は
、魅
力
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ジ
ョ
ー
さ
ん

が
前
面
に
出
て
お
り
、課
題
解
決
に
向
け
て
学
び
合
う
住
民

の
姿
は
丹
念
に
描
か
れ
て
い
な
い
。そ
こ
に
、や
や
物
足
り
な

さ
を
感
じ
る
も
の
の
、公
民
館
を
舞
台
に
、公
民
館
職
員
を
主

人
公
と
し
て
物
語
を
展
開
し
て
い
く
よ
う
な
漫
画
は
、こ
れ

ま
で
目
に
し
た
こ
と
が
な
く
、新
鮮
で
お
も
し
ろ
い
。

著
者
は
、何
か
ら
着
想
を
得
て
、ど
ん
な
想
い
で
公
民
館
に

焦
点
を
当
て
た
の
だ
ろ
う
か
。そ
れ
は
、本
人
に
尋
ね
て
み
な

け
れ
ば
分
か
ら
な
い
が
、本
作
品
の
背
景
に
は
、戦
後
約
70
年

を
か
け
て
共
有
さ
れ
て
き
た「
地
域
の
拠
り
所
」と
し
て
の
公

民
館
像
と
、「
こ
れ
か
ら
も
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う「
素

朴
な
期
待
」が
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

◆
地
方
創
生
政
策
の
展
開
と
公
民
館

国
立
社
会
保
障・
人
口
問
題
研
究
所「
日
本
の
将
来
推
計
人

口
」（
平
成
29
年
推
計
／
出
生
中
位
推
計
）に
よ
れ
ば
、

２
０
６
５
年
に
は
総
人
口
が
８
、８
０
８
万
人
に
ま
で
減
少

し
、０

－

14
歳
の
年
少
人
口
は
８
９
８
万
人（
約
１
割
）、15

－
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
は
４
、５
２
９
万
人（
約
５
割
）、65
歳

以
上
の
老
年
人
口
は
３
、３
８
１
万
人（
約
４
割
）に
な
る
と

の
試
算
が
示
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
少
子
高
齢
化・人
口

減
少
が
加
速
度
的
に
進
行
し
て
い
く
な
か
で
、誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
か
。極
め
て
切
実
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
４
年
９
月
、第
二
次
安
倍
改
造
内
閣
が
発
足
す
る

と
、危
機
感
に
駆
ら
れ
た
よ
う
に
、政
府
一
体
の
地
方
創
生
政

策
が
動
き
出
す
。
そ
し
て
、①「
東
京
一
極
集
中
」の
是
正
、②

若
い
世
代
の
就
労・
結
婚・
子
育
て
の
希
望
の
実
現
、③
地
域

の
特
性
に
即
し
た
地
域
課
題
の
解
決
の
３
つ
を
基
本
的
視
点

と
し
て
様
々
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
く
。

「
地
域
の
拠
り
所
」と
し
て
の
社
会
的
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
し

な
が
ら
広
く
地
域
に
根
付
い
て
き
た
公
民
館
が
、地
方
創
生

政
策
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
、あ
る
意
味
、必
然
で
あ
る
。

こ
こ
数
年
で
、公
民
館
に
は
、よ
り
積
極
的
に
地
域
課
題
の
解

決
へ
寄
与
し
、地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
の
性
格
を
明
確

に
打
ち
出
す
こ
と
が
、強
く
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ

れ
は
、漫
画『
ヒ
ビ
コ
レ
』か
ら
も
感
じ
取
れ
る
よ
う
な
公
民

館
へ
の「
素
朴
な
期
待
」を
超
え
て
、公
民
館
に
大
き
な
変
化

を
与
え
う
る
政
策
的
要
請
と
な
っ
て
い
る
。

◆
地
域
課
題
解
決
学
習
／
学
び
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー

文
部
科
学
省
で
は「
学
び
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
の
推
進

に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
」を
立
ち
上
げ
、２
０
１
７

年
３
月
、同
会
議
よ
り「
人
々
の
暮
ら
し
と
社
会
の
発
展
に
貢

献
す
る
持
続
可
能
な
社
会
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て

（
論
点
の
整
理
）」と
題
す
る
文
書
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、「
地
域
住
民
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
将
来
像

や
在
り
方
を
共
有
し
、そ
の
実
現
の
た
め
に
解
決
す
べ
き
地

域
課
題
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
学
習
し
、そ
の
成
果
を
地
域

づ
く
り
の
実
践
に
つ
な
げ
る『
学
び
』を『
地
域
課
題
解
決
学

習
』と
し
て
捉
え
、社
会
教
育
の
概
念
に
明
確
に
位
置
付
け
、

公
民
館
等
に
お
い
て
そ
の
推
進
を
図
る
」と
い
う
考
え
が
示

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「『
地
域
課
題
解
決
学
習
』を
推
進
し

て
い
く
上
で
は
、住
民
の
中
に
入
り
込
み
、住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

大
学
、企
業
等
の
様
々
な
主
体
を
結
び
付
け
、地
域
の
資
源
や

各
主
体
が
有
す
る
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、地
域
課
題
に
応

じ
て『
学
び
』や『
実
践
』の
場
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
よ
り

地
域
課
題
を『
学
び
』に
練
り
上
げ
、課
題
解
決
に
つ
な
げ
て

い
く
人
材
」（
学
び
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
）が
必
要
で
あ
る
と

し
て
、公
民
館
職
員
に
も
、そ
の
役
割
を
求
め
て
い
る
。

№788（第３種郵便物認可）  平成30年10月15日 
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こ
う
し
た
議
論
は
、公
民
館
へ
の
期
待
の
表
れ
で
も
あ
る

が
、特
に
新
し
い
こ
と
で
は
な
い
。「
地
域
課
題
解
決
学
習
」と

し
て
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
な「
学
び
」は
、こ
れ
ま
で
も

公
民
館
で
豊
か
に
展
開
さ
れ
、公
民
館
職
員
は「
学
び
の
オ
ー

ガ
ナ
イ
ザ
ー
」の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
一
方
で
、住
民
の
生
活
や
地
域
と
切
り
離
さ
れ
た

公
民
館
事
業
が
少
な
く
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
上
記
の

議
論
は
、こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
し
て
変
革
を
促
し
て
い
る

と
も
言
え
よ
う
。

◆
公
民
館
の
首
長
部
局
移
管

「
地
域
づ
く
り
の
推
進
」を
理
由
に
、近
年
、公
民
館
が
、首

長
部
局
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
に
組
み
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
る
。実
態
は
様
々
で
、公
民
館
条
例
を
残
し
て
首
長

部
局
が
補
助
執
行
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、公
民
館
条
例
を
廃

止
し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
に
切
り
替
え
て
首
長
部
局
が
所

管
す
る
場
合
も
あ
る
。既
に
、こ
う
し
た
状
況
が
拡
大
し
て
い

る
な
か
で
、公
民
館
の
首
長
部
局
移
管
に
拍
車
を
か
け
る
よ

う
な
動
き
が
あ
る
。

２
０
１
８
年
２
月
、中
央
教
育
審
議
会
生
涯
学
習
分
科
会

の
下
に「
公
立
社
会
教
育
施
設
の
所
管
の
在
り
方
等
に
関
す

る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」が
設
置
さ
れ
、「
公
立
社
会
教
育

施
設
に
つ
い
て
、地
方
公
共
団
体
の
判
断
で
条
例
に
よ
り
地

方
公
共
団
体
の
長
が
所
管
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
こ
と
」

に
つ
い
て
の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
議
論
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
め

ら
れ
、７
月
に
は
、生
涯
学
習
分
科
会
と
し
て
の「
審
議
の
ま

と
め
」が
出
来
上
が
っ
て
い
る
。

結
論
は
、「
社
会
教
育
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
今
後
と

も
教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
べ
き
で
あ
る

が
、地
方
の
実
情
等
を
踏
ま
え
、よ
り
効
果
的
と
判
断
さ
れ
る

場
合
に
は
、地
方
公
共
団
体
の
判
断
に
よ
り
長
が
公
立
社
会

教
育
施
設
を
所
管
で
き
る
特
例
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、

社
会
教
育
の
適
切
な
実
施
の
確
保
に
関
す
る
制
度
的
担
保
が

行
わ
れ
る
こ
と
を
条
件
に
、可
と
す
べ
き
と
考
え
る
。」と
い

う
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
動
き
の
根
底
に
あ
る
の
は
、「
公
民
館
な
ど
の
社

会
教
育
施
設
を
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
機
能
さ
せ
る
に

は
、他
の
行
政
分
野（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
等
）と
一
体
的
に

取
り
組
み
を
進
め
た
方
が
効
果
的
で
あ
る
」と
の
認
識
で
あ

る
。確
か
に
、他
の
行
政
分
野
と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
は
必

須
だ
が
、こ
の
認
識
自
体
を
問
い
直
し
て
み
る
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
か
。

「
審
議
の
ま
と
め
」に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、公
民
館

な
ど
の
教
育
機
関
は
、首
長
か
ら
独
立
し
た
教
育
委
員
会（
行

政
委
員
会
）が
所
管
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
そ
の
意
義
は
、

「
教
育
に
お
け
る
政
治
的
中
立
」を
守
る
こ
と
に
あ
り
、そ
れ

は「
学
習
の
自
由
」を
尊
重
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
主
権

者
で
あ
る
住
民
が
自
治
的
に
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上

で
、「
学
習
の
自
由
」は
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
。そ
の
こ
と
を

無
職・
軽
視
し
て
首
長
部
局
へ
の
移
管
を
進
め
て
い
く
こ
と

は
、あ
ま
り
に
危
険
で
な
い
だ
ろ
う
か
。

◆
地
域
運
営
組
織
と
公
民
館

「
地
域
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、地
域
で
暮
ら
す
人
々
が
中

心
と
な
っ
て
形
成
さ
れ
、地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組

を
持
続
的
に
実
践
す
る
」仕
組
み
と
し
て
、地
域
運
営
組
織
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。総
務
省
が
推
奨
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

既
に
全
国
で
４
、１
７
７
組
織
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る

（
２
０
１
７
年
度・総
務
省
調
査
）。

地
域
運
営
組
織
に
は
、地
域
課
題
を
共
有
し
て
解
決
方
策

を
検
討
す
る「
協
議
機
能
」と
、解
決
方
策
に
沿
っ
て
実
際
に

活
動
す
る「
実
行
機
能
」が
求
め
ら
れ
る
が
、前
者
は
、先
に
触

れ
た「
地
域
課
題
解
決
学
習
」そ
の
も
の
で
も
あ
り
、公
民
館

と
も
親
和
性
が
高
い
。実
際
、公
民
館
が
地
域
運
営
組
織
の
事

務
局
機
能
を
担
う
ケ
ー
ス
、地
域
運
営
組
織
が
公
民
館
の
指

定
管
理
者
と
な
る
ケ
ー
ス
な
ど
様
々
な
状
況
が
生
ま
れ
て
い

る
。ま
た
、両
者
が
独
立
し
な
が
ら
も
、協
働
し
て「
地
域
課
題

解
決
学
習
」の
機
会（
公
民
館
事
業
）を
つ
く
り
、そ
の
成
果
を

地
域
運
営
組
織
の
実
践
に
反
映
さ
せ
て
い
く
よ
う
な
関
係
も

考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、両
者
の
関
係
は
、今
後
い
っ
そ
う
強
化
さ

れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。そ
し
て
、地
域
的
文
脈
に
お
い

て
、両
者
の
関
係
が
さ
ら
に
鋭
く
問
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

◆
「
ゆ
ら
ぎ
」
の
な
か
か
ら
可
能
性
を
探
る

公
民
館
が
地
域
づ
く
り
と
関
わ
る
機
関
で
あ
る
こ
と
は
、

戦
後
初
期
の
公
民
館
構
想
に
立
ち
返
っ
て
み
て
も
明
ら
か
で

あ
る
。
し
か
し
、こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、地
方
創
生
政

策
と
も
連
動
し
、公
民
館
を
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
先

鋭
的
に
再
定
位
し
よ
う
と
す
る
流
れ
の
な
か
で
、従
来
の
公

民
館
制
度
に「
ゆ
ら
ぎ
」が
生
じ
て
い
る
。

近
々
、中
央
教
育
審
議
会
よ
り「
人
口
減
少
時
代
の
新
し
い

地
域
づ
く
り
に
向
け
た
社
会
教
育
の
振
興
方
策
」に
つ
い
て

答
申
が
示
さ
れ
る
は
ず
だ
が
、そ
の
内
容
な
ど
も
十
分
に
吟

味
し
て
、こ
の「
ゆ
ら
ぎ
」の
な
か
か
ら
公
民
館
の
本
質
を
見

極
め
、新
た
な
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

漫
画『
ヒ
ビ
コ
レ
』の
主
人
公・
ジ
ョ
ー
さ
ん
の
よ
う
に
、住

民
と
向
き
合
い
、地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
日
々
奮
闘
し
て
い

る
公
民
館
職
員
は
、新
潟
県
内
は
も
と
よ
り
全
国
に
た
く
さ

ん
い
る
。そ
の
存
在
が
公
民
館
の
希
望
だ
。「
ゆ
ら
ぎ
」の
渦
中

で
も
、住
民
の
生
活
や
地
域
を
丁
寧
に
見
つ
め
る
こ
と
を
忘

れ
ず
、そ
の
現
実
に
根
ざ
し
た「
学
び
」を
支
え
続
け
て
い
く

こ
と
が
肝
心
で
あ
る
。こ
う
し
た
努
力
の
蓄
積
が
、公
民
館
の

輪
郭
を
鮮
明
に
し
、地
域
の
な
か
で
本
当
に
必
要
と
さ
れ
る

公
民
館
を
創
造
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

№788（第３種郵便物認可）  平成30年10月15日 
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見
附
市
で
は
、中
学
生・
高
校
生
を
対
象
に
夏
休
み

期
間
の
２
日
間
、夕
方
４
時
か
ら
７
時
に「
声
優
体
験

講
座
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
、中
学

生
９
人
高
校
生
８
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
家
族
や
友
達
に
上
手
く
伝
え
る
話
し
方
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
を
、個
々
に
気
づ
い
て
も
ら

え
た
ら
と
企
画
し
ま
し
た
。

講
座
の
様
子

　

講
師
は
、見
附
市
出
身
で
活
躍
中
の
声
優
さ
ん
に

お
願
い
し
ま
し
た
。
声
優
さ
ん
の
仕
事
の
内
容
や
活

躍
の
体
験
談
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、終
始
笑
顔
で
和

や
か
な
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、台
本
を
片
手
に
話
し
方
の
練
習
。

　
「
声
優
は
、ど
ん
な
役
柄
の
登
場
人
物
に
も
な
れ

る
。」と
い
う
講
師
の
一
言
で
、参
加
者
は
熱
心
に
役

柄
ご
と
の
言
い
回
し
や
感
情
表
現
の
仕
方
を
教
わ
り

ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、公
民
館
の
視
聴
覚
室
で
ア
フ
レ
コ
体

験
と
収
録
。

　

中
央
公
民
館
の
視
聴
覚
室
で
開
催
し
ま
し
た
。
大

き
な
ス
ク
リ
ー
ン
の
マ
ン
ガ
映
像
を
見
な
が
ら
、役

柄
を
決
め
、台
本
を
片
手
に
マ
イ
ク
の
前
で
、ア
フ
レ

コ
体
験
と
収
録
を
し
ま
し
た
。

　
ア
フ
レ
コ
時
の
ル
ー
ル
や
声
出
し
の
タ
イ
ミ
ン
グ

も
教
わ
り
、み
ん
な
緊
張
し
な
が
ら
も
一
生
懸
命
取

り
組
み
、収
録
を
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

収
録
し
た
作
品
は
、後
日
映
像
と
共
に
見
附
市
公

式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
掲
載
さ
れ
、参
加
者
全
員
に

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
し
て
、プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

講
座
終
了
後
は
…

　
実
践
体
験
と
し
て
、市
開
催
の
行
事
の
中
で
、司
会

も
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

講
座
開
催
に
お
い
て
地
域
の
方
の
協
力

　
見
附
市
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
見
附
マ
ン
ガ
を

投
稿
中
の
漫
画
家
さ
ん
と
、同
じ
く
映
像
投
稿
中
で

専
門
家
の
方
に
、マ
ン
ガ
を
提
供
し
て
も
ら
い
、映

像
化
し
、テ
キ
ス
ト
・
台
本
の
作
成
も
お
願
い
し
ま

し
た
。

今
後
に
つ
い
て

　
市
で
開
催
し
て
い
る
行
事
や
地
域
で
活
躍
し
て
い

る
人
達
を
中
学
生・
高
校
生
に
紹
介
し
つ
つ
、地
域
に

関
心
を
持
ち
、参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
内
容
で

企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

見
附
市
中
央
公
民
館　
西
川　
智
子
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7 ひとくち情報 ６月６日㈬　全公連総会　会長　事務局長出席

CirCle
サークル交流

　昨年４月から三条市中央公民館
（生涯学習課兼務）に配属になり、
今年で２年目になります吉田幹康
です。中央公民館事業としては、
入門教室・文化入門講座、生涯学習
推進事業としては、成人式や第１
回三条市長杯争奪ジュニア将棋大会を主に担当をし
ております。
　入門教室・文化入門講座や将棋イベントの事務だ
けでなく、公民館の施設管理など様々な業務を行っ
ています。
　採用されて初の配属先が中央公民館であり、まだ
配属されて１年と半年ですが公民館事業などの多く
のイベントに携わってきたことでたくさんの市民の
方と接し、話を聞くことで様々なことを学ぶことが
できました。また、これからの時期は多くのイベント
が重なっており忙しくなってきますが、持ち前の若
さと体力で乗り切っていきたいと思います。
　これからも、職場の先輩方から教えてもらったこ
とをどんどん吸収し、今以上に信頼してもらえるよ
う、さらに成長していきたいと思います。

三条市中央公民館

主事　吉田　幹康さん

　小林勇斗さんは、本年４月に課
内異動により生涯学習推進係に配
属された若手のホープです。
　小林さんが担当する「妙高はね
うまカレッジ『まなびの杜』」は、市
民の皆さんに広く「まなび」の機会を提供することを
目的とした生涯学習講座で、毎年多くの受講生を集
め、好評をいただいています。
　今年度は、開講に合わせオープンカレッジとして
菊地幸夫弁護士を講師に迎えスタートしました。
　各種講座は、土・日曜日の開催も多いですが、バイ
クやカメラなど多彩な趣味を楽しみながら、オンと
オフをうまく切り替えて、持ち前のバイタリティー
で何事にも一生懸命取り組んで行って欲しいと思い
ます。
　そして、多くの市民に喜ばれ、頼りにされる職員に
なることを期待しています。
 （妙高市公民館〈妙高市教育委員会生涯学習課〉 山口　修　記）

妙高市公民館（妙高市教育委員会生涯学習課）

主事補　小林　勇斗さん

も
っ
と
知
り
た
い
湯
沢

ふ
る
さ
と
湯
沢
の
歴
史
を
語
る
会

　
「
湯
沢
温
泉
」は
い
つ
頃
発
見
さ
れ

て
、ど
ん
な
発
展
を
し
た
の
だ
ろ
う

か
？
湯
沢
町
の
土
樽
地
区
に
は「
南

雲
」さ
ん
と
い
う
苗
字
が
多
い
が
、そ

の
ル
ー
ツ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
？
三
国
街
道
は
い
つ
頃
開
か

れ
て
、ど
の
よ
う
な
移
り
変
わ
り
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
皆
さ
ん
は
ご

自
分
が
住
ん
で
い
る
町
の
こ
ん
な
話

題
に
興
味
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
自
分

の
住
ん
で
い
る
町
に
は
ま
だ
ま
だ
知

り
た
い
歴
史
上
の
話
題
が
た
く
さ
ん

あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
話
題

を
一
緒
に
研
究
し
て
討
論
し
た
り
、

町
で
発
見
さ
れ
た
古
文
書
を
解
読
し

た
り
町
内
外
の
文
化
財
や
史
跡
を
見

学
し
た
り
す
る
サ
ー
ク
ル
が
私
た
ち

の「
ふ
る
さ
と
湯
沢
の
歴
史
を
語
る

会
」で
す
。２
ケ
月
に
１
回
湯
沢
町
公

民
館
ほ
か
見
学
地
先
に
て
活
動
し
て

お
り
、毎
回
会
員
同
士
昔
ば
な
し
に

花
を
咲
か
せ
て
楽
し
ん
で
お
り
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
な
ら
老
若
男
女

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
会
員
は
長
老
然
と
し
た
男
性

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、最
近
は
歴

史
に
興
味
の
あ
る
ご
婦
人
、若
者
も

続
々
入
会
し
て
お
り
、湯
沢
町
の
歴

史
を
と
も
に
学
び
知
り
、語
り
継
ぐ

場
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　
湯
沢
町・ふ
る
さ
と
湯
沢
の
歴
史
を
語
る
会

 

代
表　
南
雲　
良
正　
記

　
津
南
町・こ
と
ば
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

 

津
南
町
公
民
館　
根
津　
記

日
本
語
の
基
礎
か
ら
難
し
い
日
本
語

ま
で
一
人
一
人
に
合
わ
せ
た
勉
強
と

日
本
の
生
活
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ス

や
悩
み
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
出
身
地
が
異
な
り

様
々
な
国
の
方
と
も
交
流
が
で
き
る

の
も
こ
の
サ
ー
ク
ル
の
魅
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。
机
に
座
っ
て
の
勉
強
だ

け
で
な
く
、外
で
日
本
の
生
活
習
慣

に
触
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
視
察
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
津
南
町
の
友
好
交
流
都
市
で
あ
る

埼
玉
県
狭
山
市
の
国
際
交
流
学
級
と

の
交
流
会
も
行
い
、津
南
町
と
狭
山

市
の
そ
れ
ぞ
れ
を
会
場
に
交
流
会
を

実
施
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
こ
の
サ
ー
ク
ル
で
勉
強

さ
れ
た
方
が
講
師
と
な
り
、自
国
の

文
化
を
伝
え
る
ク
ラ
フ
ト
体
験
講

座
な
ど
を
を
独
自
で
開
催
し
た
り
、

公
民
館
事
業
に
も
ご
協
力
い
た
だ

き
な
が
ら
日
本
の
生
活
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

こ
と
ば
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

国
際
交
流「
こ
と
ば
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」

　
こ
と
ば
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
は
町

内
在
住
の
外
国
出
身
の
方
々
が
勉
強

す
る
日
本
語
教
室
の
サ
ー
ク
ル
で

す
。平
成
８
年
５
月
に
立
ち
上
が
り
、

今
年
で
22
年
目
と
な
り
ま
す
。４
月

～
12
月
は
毎
週
水
曜
日
と
木
曜
日
の

２
回
、１
月
～
３
月
は
毎
週
木
曜
日

の
１
回
実
施
を
し
て
お
り
、簡
単
な
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り
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
会
話
を
心
が
け
る
こ

と
」と
い
う
お
話
が
と
て
も
心
に
残
り
ま

し
た
。「
汚
す
な
」で
な
く「
き
れ
い
に
使
っ

て
」、「
走
る
な
」で
な
く「
ゆ
っ
く
り
歩
こ

う
」同
じ
こ
と
な
の
に
感
じ
方
が
違
い
ま

す
。
改
め
て
日
本
語
は
む
ず
か
し
い
と
思

い
な
が
ら
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
会
話
を
心
が

け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

 

（
広
瀬
）

　
朝
晩
め
っ
き
り
涼
し
く
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
各
地
区
で
は
、学
習
の
成
果
の

発
表
や
研
修
会
が
行
わ
れ
る
時
期
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。先
日
、

取
材
で
中
越
地
区
公
民
館
職
員
研
修
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
講
義
で
は
学
ぶ
事
や
気

付
き
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
特
に
よ
い
声

か
け
の
仕
方
に
つ
い
て「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
よ

編
集
後
記

「
練
習
し
た
ら
試
合
」

「
創
作
し
た
ら
展
示
」

栁
澤
　
　
篤

（
上
越
市
立
八
千
浦
地
区
公
民
館
利
用
者
、

公
民
館
事
業
講
師
）

※「
お
元
気
で
す
か
」の
コ
ー
ナ
ー
は
現
役
を
リ
タ
イ
ア
し
た
方
が
そ
の
後
も
元
気
に
活
動
し
て
い
る
様
子
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

気

す

元

で

か

お
中
越
地
区
公
民
館
職
員
研
修
会

主
題　

 「
学
ぶ･

つ
な
ぐ･

創
る
」

拠
点
と
し
て
の
公
民
館
の

役
割
～
地
域
課
題
の
解
決

に
む
け
て

期
日　
平
成
30
年
９
月
11
日（
火
）

会
場　
魚
沼
市
中
央
公
民
館

講
演　

 

研
修
テ
ー
マ　

実
践
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
塾

　
　
　
講
師　
小
林
富
貴
子　
様

　
　
　
　
　

 （
一
般
財
団
法
人
教

育
研
修
コ
ー
チ
ン
グ

協
会
理
事
長
）

・ 

研
修
は
、講
話
に
あ
わ
せ
て
数

回
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
演
習

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技

術
を
体
験
す
る
と
い
う
も
の

で
し
た
。
中
越
地
区
公
民
館
職

員
の
61
名
が
参
加
し
、熱
心
に

研
修
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

　
「
何
に
で
も
興
味
を
抱
く
楽
天
家
」

こ
れ
は
私
の
血
液
型
か
ら
く
る
特
徴

の
よ
う
で
、現
役
の
頃
よ
り
い
ろ
い

ろ
と
面
白
い
こ
と
を
見
つ
け
て
は
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
竹

細
工
、木
工
作
、ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
等
は
、時
々
当
地
域
公
民
館
の
フ

ロ
ン
ト
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
励
み
に
、制
作
し
て
い
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
折
、公
民
館
よ
り
工
作
教

室
の
講
師
の
お
話
を
い
た
だ
き
、子

ど
も
向
け
に
指
導
す
る
機
会
を
持
ち

ま
し
た
。
中
で
も
夏
休
み
工
作
教
室

で
は
、時
間
一
杯
に
取
り
組
み
、完
成

し
た
時
の
う
れ
し
そ
う
な
顔
、冬
休

み
の
凧
作
り
で
は
、歓
声
を
上
げ
、走

り
な
が
ら
凧
揚
げ
を
す
る
姿
が
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
の

達
成
感
を
子
ど
も
の
頃
か
ら
味
わ
う

こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
た

次
第
で
す
。

　

一
方
、公
民
館
を
利
用
し
た
サ
ー

ク
ル
で
の
創
作
活
動
も
盛
ん
な
地
域

で
あ
り
、地
元
で
の
発
表
の
場
を
作

ろ
う
と
、８
年
前
、各
方
面
に
相
談

し
な
が
ら
文
化
展
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
会
に
は
小

学
校
、中
学
校
の
金
管
バ
ン
ド
が
花

を
添
え
て
、地
域
の
皆
さ
ん
へ
成
果

を
披
露
す
る
良
い
発
表
の
場
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
色
々
な
相
乗

効
果
も
あ
り
、現
在
、来
場
者
数

６
７
０
名
、出
品
点
数
４
５
０
点
と

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
育
ち
ま
し
た
。

　
「
練
習
し
た
ら
試
合
」を
す
る
よ
う

に「
創
作
し
た
ら
展
示
」を
す
る
こ
と

を
励
み
と
し
、さ
ら
な
る
発
展
を
願

う
と
こ
ろ
で
す
。

1 0 0 年 先 の 日 本 の た め に
　豊かな水を育み国土を守る森林は、「緑の社会
資本」であり、地球温暖化の防止にも大きな役割
を果たしています。私たちは、その恩恵を後世の
人々が享受できるよう、長期的視点に立った森林
づくりを推進しています。

新潟県市町村林政振興協議会
会長（糸魚川市長）　米田　　徹

新潟市中央区新光町4-1　新潟県自治会館内
TEL 025（285）0041　FAX 025（285）1609

№788（第３種郵便物認可）  平成30年10月15日 

開会のあいさつ　恋塚忠男会長

演習の様子（２人グループで
コミュニケーションの取り方について）


